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１．研究計画の概要 
本研究では、震災以降の神戸でのボランテ
ィア活動を現場で調査する。ここではボラン
ティアの活動を社会学的な立場から記録を
続けながら、単なる人・物・資金の組織経営
論ではない、活動実践とそれをとりまく環境
的条件から導かれるボランティア論(活動―
経営論)を立ち上げるのが目標となる。新自由
主義的政策や政府の財政難などにより、ここ
数年は要支援者のおかれた状況が厳しくな
っており、支援ボランティアもこれに伴って
組織変容等が迫られるなどの新たなフェー
ズに突入している。このような制度や構造の
壁に遭遇したボランティアの活動状況を捉
えるのも目標の一つである。また、地域社会
研究にボランティア理論を位置づけること
も試みたい。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究課題では阪神淡路大震災以降に活
動が立ち上げられた 3つのボランティア団体
を対象にその活動過程をヒアリングにて詳
細に調査し、記録する作業を進めてきた。こ
の作業からこれまで得られた知見は下記の
通りである。 
(1)拓人こうべ 
被災当初から障害者の支援活動を開始し、
やがて障害者のケア事業に参入した。被災障
害者との「顔の見える関係」を重視し、障害
者の権利擁護運動も展開してきており、事業
体と運動体との両側面を有していた。障害者
自立支援法が導入されて事業部門の運営が
厳しくなると、別団体に事業部門を移管し、
新たな課題への取り組みを開始した。 
(2)被災地NGO恊働センター 

復旧段階において仮設住宅で活動する諸
団体を繋ぐ連絡会を母体として発足し、一人
一人を大切にする活動を展開させていった。
5年、10年という区切りには市民社会の創造
をテーマに震災の検証作業を行い、こうした
活動から災害救援のボランティア活動のあ
り方を被災地から発信していった。一方で国
際的な災害救援組織 CODE を立ち上げ、救
援の実践活動も実施している。 
(3)阪神高齢者障害者支援ネットワーク 
被災直後の高齢者の緊急避難から活動を

始め、仮設段階では孤独死問題などに取り組
み、復興住宅に移行してからも高齢者の生き
がいづくりに奔走している。支援対象者の生
活の総体に向き合う姿勢を貫き、関係づくり
の重要性から高齢者を地域で見守るしくみ
づくりに活動を展開させている。 

 
3 団体ともそれぞれ別様の組織展開を示し

ているが、その時々の対象者ニーズに合わせ
た活動実態、社会情勢に即した組織改編を行
いつつ、最終的に現在まで活動を継続させて
いる点に注目して分析を続けるべきであろ
う。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由：本研究の一つの主要目的は、震災発生
の頃から 10 年以上を経てなお活動を継続す
るボランティアを対象に、その社会学的記録
を続けることであったが、これは定期的な現
地調査が継続できていることからおおむね
進展しているといえる。新たな活動―経営論
の構築は必ずしも十分な進展とはいえない
ものの、この 3年の研究で論点は明らかにな
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りつつある。最終年度でどこまでまとめきれ
るかは不明であるが、引き続き検討を重ねる
予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度においても、これまで 15 年間継
続してきた現地でのヒアリングを同様に実
施する。同時に蓄積してきたデータの整理、
まとめを行う。作業としては、他の諸組織と
の比較、既存の組織論とのつき合わせなども
可能な限り検討したい。 
一つ憂慮したいのは、調査対象者の一人が
健康上の理由であまり活動ができなくなっ
ており、この点は議論の具体化に一定の制約
が生じている。こればかりは如何ともしがた
いので、出来る範囲の議論にとどまる可能性
がある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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